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一
︑
解
題

　『
黄
檗
祖
德
頌
』
は
初
期
黄
檗
宗
の
僧
で
あ
る
月
潭
道
澄
（
一
六
三
六
―
一
七
一
三
）
が
開
祖
の
隠
元
禅
師
（
一
五
九
二
―
一
六

七
三
）
を
讃
え
た
詩
作
で
あ
る（
1
）。

　
月
潭
は
江
州
彦
根
（
滋
賀
県
彦
根
市
）
の
出
身
で
、
十
二
歳
で
京
都
瑞
石
山
永
源
寺
如
雪
文
和
尚
の
座
下
に
出
家
し
た
。

　
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
春
よ
り
、
洛
西
嵯
峨
翔
鳳
山
直
指
庵
（
京
都
市
右
京
区
北
嵯
峨
北
の
段
町
三
番
地
）
の
独
照
性
円
（
一
六

一
七
―
一
六
九
四
）
に
参
じ
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
に
独
照
と
共
に
長
崎
興
福
寺
へ
隠
元
禅
師
に
参
じ
、
そ
れ
か
ら
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二
十
年
間
隠
元
の
侍
者
を
務
め
、
そ
の
法
化
を
助
け
た
。
隠
元
示
寂
の
前
日
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
四
月
二
日
に
京
都

黄
檗
山
萬
福
寺
で
独
照
に
法
を
嗣
ぎ
、
隠
元
の
法
孫
と
な
っ
た
。

　
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
四
月
、
隠
元
の
た
め
に
三
年
の
服
喪
を
終
え
、
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
を
離
れ
て
直
指
庵
に
帰
り
、

首
座
と
し
て
独
照
を
助
け
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
九
月
、
直
指
庵
の
二
代
住
持
を
務
め
、
そ
の
後
そ
こ
に
法
を
弘
め
、

長
老
の
僧
と
し
て
黄
檗
宗
の
内
外
か
ら
尊
敬
を
集
め
た
。
同
じ
く
隠
元
の
侍
者
を
務
め
た
齊
雲
道
棟
（
一
六
三
七
―
一
七
一
三
）

を
生
涯
無
二
の
法
友
と
し
た
。

　
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
三
月
、
直
指
庵
で
菩
薩
戒
会
を
三
日
間
営
み
、
僧
俗
お
よ
そ
五
百
人
に
戒
を
授
け
た
。
当
年
五
月
、

病
を
示
し
、
遺
偈
の
「
生
本
不
生
、
滅
亦
非
滅
、
撒
手
便
行
、
長
空
一
月
」
を
書
き
残
し
、
八
月
六
日
に
寂
し
た
。
月
潭
は
隠

元
な
ど
の
唐
僧
か
ら
の
薫
陶
を
受
け
、
詩
文
を
能
く
し
た
。
語
録
に
『
龍
巖
集
』『
蕉
窗
詩
集
』『
峨
山
稿
』『
永
明
壽
禪
師
山

居
詩
和
韻
』『
巖
居
稿
』『
心
華
剩
録
』
な
ど
が
あ
る（
2
）。

　『
黄
檗
祖
德
頌
』
は
宝
永
二
年
乙
酉
（
一
七
〇
五
）
十
月
の
作
で
、
当
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
隠
元
示
寂

の
三
十
二
年
目
に
あ
た
る
。
月
潭
は
な
お
祖
師
を
追
慕
し
、『
普
照
国
師
年
譜
』
な
ど
に
よ
っ
て（
3
）、
隠
元
の
生
涯
を
簡
潔
に

十
五
首
の
七
言
詩
で
纏
め
、
そ
の
徳
業
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
。
因
み
に
、
十
五
首
の
詩
題
は
「
普
陀
發
心
、
夢
僧
分
瓜
、
檗

山
脱
白
、
金
粟
悟
道
、
獅
巖
住
靜
、
法
通
授
衣
、
側
石
自
平
、
祖
庭
闡
法
、
應
聘
東
渡
、
駐
錫
普
門
、
太
和
開
山
、
常
行
慈
濟
、

松
堂
退
隱
、
帝
賜
徽
號
、
全
身
歸
塔
」
で
あ
る
。

　
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
に
現
存
す
る
『
黄
檗
祖
德
頌
』
は
、
封
面
に
「
黄
檗
祖
德
頌
」
と
題
し
、「
黄
檗
小
像
」、「
老

僧
隠
元
自
題
」、「
祖
德
讚
頌
十
五
首
并
引
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
以
下
、
こ
の
『
黄
檗
祖
德
頌
』
の
本
文
に
つ
い
て
、
句
読
点
（
。）（
、）（
：
）
を
標
示
し
、
訓
読
を
付
け
、
ま
た
適
当
に
註
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釈
を
加
え
る
。
次
に
原
本
か
ら
の
複
写
本
の
写
真
を
付
し
て
お
く
。
な
お
、
文
末
に
隠
元
禅
師
の
生
涯
を
紹
介
す
る
。

　
字
体
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
に
写
す
。
写
せ
な
い
字
体
に
は
、
日
本
の
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

二
︑『
黄
檗
祖
德
頌
』
標
註

黄
檗
祖
德
頌（
4
）

黄
檗
小
像
（
黄
檗
の
小
像（
5
））

滿
頭
雪
霜
、
空
殺
浪
忙
。（
満
頭
の
雪
霜
な
り
、
空
殺
し
浪
忙
す
。）

中
華
不
住
、
逗
到
扶
桑
。（
中
華
に
住
さ
ず
、
扶
桑
に
逗
到
す
。）

設
若
撞
着
風
顛
種
草
、（
た
と
え
風
顛
の
種
草
に
撞
着
す
れ
ば
、）

難
保
醜
態
無
處
昂
藏
。（
保
つ
難
し
、
醜
態
の
無
処
に
昂
蔵
す
る
こ
と
を
。）

老
僧
隱
元
自
題
。（
老
僧
隠
元
は
自
ら
題
す（
6
）。）

祖
德
讚
頌
十
五
首
并
引
　
　
　
　
月
潭
道
澄（
7
）

（
祖
德
讚
頌
の
十
五
首
並
び
に
引
）

吾
祖
大
光
普
照
國
師
始
自
普
陀
發
心
、
終
至
松
堂
示
寂
、
六
十
年
間
、
道
業
功
成
、
定
慧
圓

明
。
作
華
桑
兩
國
之
師
、
度
人
天
無
量
之
眾
。
巍
巍
德
相
、
靄
靄
慈
心
。
上
皇
賜
號
、
樹
君
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建

。
種
種
勝
績
、
讃
莫
能
盡
。
澄
也
曾
侍
巾
匝
、
深
沐
法
恩
。
滅
後
年
尚
、
追
慕
曷
止
。
茲
揭
道
蹟
十
餘
事
之
題
名
、
各
系

以
一
章
、
章
八
句
。
雖
綴
詞
陋
拙
、
而
聊
伸
嘆
德
之
誠
。
倘
後
生
輩
采
覽
記
誦
、
以
獲
諳
開
祖
之
芳
猷
、
則
幸
矣
。（
吾
が
祖
の

大
光
普
照
国
師
は
始
め
に
普
陀
自
り
発
心
し
、
終
り
に
松
堂
の
示
寂
に
至
り
、
六
十
年
の
間
に
、
道
業
は
功
成
し
、
定
慧
は
円
明
す
。
華
桑
両

国
の
師
と
作
し
、
人
天
の
無
量
の
衆
を
度
す
。
巍
巍
の
德
相
、
靄
靄
の
慈
心
な
り
。
上
皇
は
号
を
賜
い
、
樹
君
は
刹
を
建
つ
。
種
種
の
勝
績
は
、

讃
し
て
も
尽
く
す
こ
と
は
能
ず
。
澄
は
か
つ
て
巾
匝
を
侍
し
、
深
く
法
恩
を
沐
す
。
滅
後
に
年
は
尚
し
く
な
っ
て
も
、
追
慕
す
れ
ば
な
ん
ぞ
止

ま
ら
ん
や
。
こ
こ
に
道
蹟
の
十
餘
事
の
題
名
を
揭
げ
、
各
々
に
一
章
を
以
っ
て
系
し
、
章
に
八
句
な
り
。
綴
詞
の
陋
拙
と
雖
も
、
而
し
て
聊
か

に
嘆
德
の
誠
を
伸
す
。
も
し
後
生
輩
は
采
覧
し
て
記
誦
し
、
以
っ
て
開
祖
の
芳
猷
を
獲
諳
す
れ
ば
、
則
ち
幸
い
な
る
や
。）

普
陀
發
心
（
普
陀
の
発
心
）

海
上
普
陀
始
一
登
、
　
　
　
海
上
の
普
陀
に
始
め
て
一
た
び
登
れ
ば
、

丹
崖
瓊
嶂
瑞
光
騰
。
　
　
　
丹
崖
瓊
嶂
は
瑞
光
を
騰
が
る
。

潮
音
洞
裏
瞻
慈
相（
8
）、	

潮
音
洞
の
裏
に
慈
相
を
瞻
あ
げ
、

飢
飽
嶺
頭
逢
異
僧（
9
）。	

飢
飽
嶺
頭
に
異
僧
に
逢
う
。

殊
勝
境
彰
如
琢
玉
、
　
　
　
殊
勝
の
境
は
あ
ら
わ
し
、
琢
玉
の
如
き
な
り
、

塵
勞
念
盡
似
銷
冰
。
　
　
　
塵
労
の
念
は
尽
く
し
、
氷
を
銷
け
る
こ
と
に
似
る
。

煮
茶
日
供
百
千
眾
、
　
　
　
茶
を
煮
て
日
に
百
千
の
衆
を
供
え
、

綠
乳
開
花
碗
面
凝
。
　
　
　
緑
乳
は
花
を
開
け
て
碗
面
に
凝
ら
す
。
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夢
僧
分
瓜
（
僧
の
分
瓜
を
夢
み
る
）

嚴
父
客
楚
不
歸
郷
、
　
　
　
厳
父
は
楚
に
客
と
し
て
郷
に
帰
ら
ず
、

盡
孝
安
貧
養
老
嬢
。
　
　
　
孝
を
尽
く
し
貧
に
安
ん
じ
て
老
嬢
を
養
う
。

私
慮
塵
韁
猶
未
脱
、
　
　
　
私
か
に
慮
り
、
塵
韁
を
な
お
未
だ
脱
げ
ず
こ
と
を
、

故
敲
仙
觀
禱
冥
祥
。
　
　
　
故
に
仙
観
を
敲
い
て
冥
祥
を
祷
る
。

三
員
梵
侶
夢
相
遇
、
　
　
　
三
員
の
梵
侶
を
夢
み
て
相
遇
し
、

四
瓣
西
瓜
分
使
嘗（
10
）。	

四
瓣
の
西
瓜
を
分
け
て
嘗
め
さ
せ
る
。

敢
保
出
家
緣
正
熟
、
　
　
　
敢
え
て
保
ち
、
出
家
の
縁
は
正
に
熟
る
こ
と
を
、

醒
來
賽
願
屢
焚
香
。
　
　
　
醒
め
て
来
て
願
を
賽
し
て
し
ば
し
ば
香
を
焚
く
。

檗
山
脱
白
（
檗
山
に
脱
白
す
）

十
二
峯
前
投
鑒
老
、
　
　
　
十
二
峯
の
前
に
鑒
老
に
投
じ
、

周
羅
剪
落
現
僧
儀
。
　
　
　
周
羅
を
剪
落
し
て
僧
儀
を
現
す
。

圓
明
戒
體
通
身
潔
、
　
　
　
戒
体
を
円
明
し
て
通
身
は
潔
な
り
、

清
淨
願
輪
善
力
推
。
　
　
　
清
淨
の
願
輪
は
善
力
の
推
す
こ
と
な
り
。

方
喜
九
潭
龍
産
子
、
　
　
　
方
に
九
潭
の
龍
は
子
を
産
む
こ
と
を
喜
び
、

咸
傳
萬
福
鳳
生
兒
。
　
　
　
み
な
萬
福
の
鳳
は
兒
を
生
む
こ
と
を
伝
う
。

寄
言
郷
族
休
嘲
笑
、
　
　
　
寄
言
し
、
郷
族
は
嘲
笑
せ
ず
こ
と
を
、
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今
日
東
林
有
遠
師（
11
）。	

今
日
東
林
に
遠
師
有
る
。

金
粟
悟
道
（
金
粟
に
道
を
悟
る
）

遠
登
金
粟
見
宗
盟
、
　
　
　
遠
く
金
粟
に
登
っ
て
宗
盟
を
見
え
、

求
道
參
玄
志
鋭
精
。
　
　
　
道
を
求
め
玄
を
参
じ
て
志
は
鋭
精
な
り
。

萬
指
叢
中
忘
自
己
、
　
　
　
萬
指
の
叢
中
に
自
己
を
忘
れ
、

一
巴
掌
下
悟
平
生
。
　
　
　
一
巴
掌
の
下
に
平
生
を
悟
る
。

火
杈
擎
起
賊
身
露
、
　
　
　
火
杈
を
擎
起
す
れ
ば
賊
身
は
露
し
、

筋
斗
打
翻
眾
目
驚（
12
）。	
筋
斗
を
打
翻
し
て
衆
目
は
驚
く
。

出
窟
駿
猊
多
意
氣
、
　
　
　
出
窟
の
駿
猊
は
意
気
多
き
、

機
前
誰
觸
爪
牙
獰
。
　
　
　
機
前
に
誰
か
爪
牙
の
獰
を
触
れ
ん
や
。

獅
巖
住
靜
（
獅
岩
に
住
静
す
）

千
尋
壁
立
一
獅
巖
、
　
　
　
千
尋
ま
で
一
獅
岩
は
壁
立
し
、

高
構
禪
關
遠
俗
凡
。
　
　
　
高
く
禅
関
を
構
え
て
俗
凡
を
遠
ざ
け
る
。

種
竹
栽
梅
幽
趣
足
、
　
　
　
竹
を
種
え
梅
を
栽
え
て
幽
趣
は
足
り
、

喝
天
棒
月
古
風
嚴（
13
）。	

天
を
喝
し
月
を
棒
し
て
古
風
は
厳
と
す
。

半
肩
畦
服
從
教
破
、
　
　
　
半
肩
の
畦
服
は
従
っ
て
破
り
せ
し
む
、
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一
味
甕
齏
不
厭
鹹
。
　
　
　
一
味
の
甕
齏
は
鹹
を
厭
わ
ず
。

衲
子
來
詢
西
祖
意
、
　
　
　
衲
子
は
来
て
西
祖
の
意
を
詢
ね
れ
ば
、

答
言
野
鳥
語
喃
喃（
14
）。	

答
言
す
、
野
鳥
の
語
は
喃
喃
な
る
こ
と
を
。

法
通
授
衣
（
法
通
よ
り
衣
を
授
け
る
）

費
翁
室
内
付
龜
毛
、
　
　
　
費
翁
の
室
内
に
亀
毛
を
付
し
、

再
返
巖
間
獨
養
高（
15
）。	

再
び
岩
間
に
返
っ
て
独
り
に
高
を
養
う
。

將
謂
深
藏
聞
妙
密
、
　
　
　
将
に
謂
い
、
深
く
蔵
し
て
妙
密
を
聞
く
こ
と
を
、

何
圖
四
海
道
聲
翺
。
　
　
　
何
ん
ぞ
四
海
に
道
聲
の
翺
け
る
こ
と
を
図
ら
ん
や
。

信
衣
傳
到
法
通
使
、
　
　
　
信
衣
を
伝
え
て
到
り
、
法
通
の
使
な
り
、

祖
席
要
真
濟
水
濤
。
　
　
　
祖
席
は
真
の
済
水
の
濤
を
要
す
。

皓
叟
負
囊
曾
入
夢
、
　
　
　
皓
叟
は
囊
を
負
っ
て
曽
て
夢
に
入
り
、

看
斯
瑞
應
嘆
奇
遭（
16
）。	

こ
の
瑞
応
を
看
れ
ば
奇
遭
を
嘆
す
。

側
石
自
平
（
側
石
は
自
ら
平
ら
に
す
）

側
石
如
舟
當
路
橫
、
　
　
　
側
石
は
舟
の
如
く
当
路
に
横
た
わ
り
、

朝
來
忽
見
自
端
平（
17
）。	

朝
に
来
て
忽
ち
に
自
ら
端
平
な
る
こ
と
を
見
る
。

軒
知
一
夜
默
然
祝
、
　
　
　
軒
に
一
夜
の
黙
然
の
祝
り
を
知
り
、
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足
驗
前
程
法
道
行
。
　
　
　
足
り
て
前
程
に
法
道
の
行
う
こ
と
を
験
す
。

徑
塢
喝
時
成
片
裂
、
　
　
　
径
塢
に
喝
す
時
に
片
裂
を
成
し
、

虎
丘
講
處
點
頭
輕
。
　
　
　
虎
丘
に
講
じ
る
処
に
点
頭
は
軽
く
な
り
。

世
人
莫
訝
甚
奇
異
、
　
　
　
世
人
は
甚
だ
奇
異
を
訝
く
莫
れ
、

為
顯
高
流
心
術
誠
。
　
　
　
為
に
高
流
の
心
術
の
誠
を
顕
す
。

祖
庭
闡
法
（
祖
庭
に
法
を
闡
く
）

檗
岫
鍾
靈
六
六
峯
、
　
　
　
檗
岫
は
鍾
霊
し
、
六
六
の
峯
な
り
、

雄
哉
運
祖
大
禪
叢
。
　
　
　
雄
な
る
や
、
運
祖
の
大
禅
叢
。

獅
王
一
到
補
師
席
、
　
　
　
獅
王
は
一
た
び
到
っ
て
師
席
を
補
え
ば
、

毳
侶
駢
臻
參
道
風
。
　
　
　
毳
侶
は
駢
臻
し
て
道
風
を
参
じ
る
。

堂
構
卻
教
從
地
起
、
　
　
　
堂
構
は
却
っ
て
地
よ
り
起
せ
し
む
、

法
燈
長
見
亙
天
紅
。
　
　
　
法
燈
は
長
く
見
え
て
天
に
亙
っ
て
紅
く
な
り
。

焜
煌
龍
藏
朝
廷
賜
、
　
　
　
焜
煌
と
し
て
龍
蔵
は
朝
廷
の
賜
い
な
り
、

翻
閲
恭
酬
帝
渥
隆（
18
）。	

翻
閲
し
て
恭
し
く
帝
渥
の
隆
を
酬
い
る
。

應
聘
東
渡
（
聘
に
応
じ
て
東
渡
す
）

逸
公
三
請
志
虔
誠
、
　
　
　
逸
公
は
三
た
び
に
請
い
、
志
は
虔
誠
な
り
、
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萬
里
榑
桑
泛
巨
瀛（
19
）。	

萬
里
の
榑
桑
に
巨
瀛
を
泛
べ
る
。

海
若
護
師
舟
速
到（
20
）、	

海
若
は
師
を
護
り
、
舟
は
速
や
か
に
到
り
、

陳
僊
垂
讖
道
當
行（
21
）。	

陳
僊
は
讖
を
垂
れ
、
道
は
当
に
行
う
。

故
邦
皂
白
休
留
戀
、
　
　
　
故
邦
の
皂
白
は
留
恋
す
る
休
れ
、

異
域
靈
山
似
喜
迎
。
　
　
　
異
域
の
霊
山
は
喜
迎
に
似
る
。

寶
林
初
登
崎
上
寺
、
　
　
　
寶
林
に
初
め
て
登
れ
ば
、
崎
上
の
寺
な
り
、

法
雷
震
地
眾
聽
驚
。
　
　
　
法
雷
は
地
を
震
え
、
衆
聴
は
驚
く
。

駐
錫
普
門
（
普
門
に
錫
を
駐
す
）

錫
寓
普
門
恰
六
秋
、
　
　
　
錫
を
普
門
に
寓
し
て
恰
も
六
秋
な
り
、

隨
方
怡
樂
唱
徽
猷（
22
）。	

随
方
に
怡
楽
し
て
徽
猷
を
唱
え
る
。

安
居
雖
有
園
亭
好
、
　
　
　
安
居
し
て
園
亭
の
好
し
有
る
と
雖
も
、

縱
目
卻
無
峰
壑
幽
。
　
　
　
縦
目
す
れ
ば
却
っ
て
峰
壑
の
幽
無
し
。

甘
露
滾
滾
霑
普
地
、
　
　
　
甘
露
は
滾
滾
た
り
、
普
地
を
霑
い
、

慈
雲
靄
靄
覆
千
洲
。
　
　
　
慈
雲
は
靄
靄
た
り
、
千
洲
を
覆
う
。

故
山
屢
寄
催
歸
信
、
　
　
　
故
山
は
し
ば
し
ば
催
帰
の
信
を
寄
り
、

難
奈
主
人
苦
扳
留
。
　
　
　
い
か
ん
ぞ
主
人
は
苦
し
く
扳
留
せ
ん
や
。
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太
和
開
山
（
太
和
に
開
山
す
）

雒
南
勝
地
泰
龢
場（
23
）、	

雒
南
の
勝
地
は
泰
龢
の
場
と
な
り
、

鈞
施
繁
隆
刱
寶
坊
。
　
　
　
鈞
施
は
繁
隆
し
て
寶
坊
を
刱
る
。

唐
國
妙
工
粧
聖
像
、
　
　
　
唐
国
の
妙
工
は
聖
像
を
粧
い
、

暹
羅
靈
木
構
高
堂
。
　
　
　
暹
羅
の
霊
木
は
高
堂
を
構
え
る
。

門
庭
恢
廓
林
巒
暎
、
　
　
　
門
庭
は
恢
廓
し
、
林
巒
は
暎
り
、

棒
喝
交
馳
龍
象
驤
。
　
　
　
棒
喝
は
交
馳
し
、
龍
象
は
あ
が
る
。

一
代
開
山
功
績
就
、
　
　
　
一
代
開
山
の
功
績
は
就
り
、

蘭
孫
桂
子
永
聯
芳
。
　
　
　
蘭
孫
桂
子
は
永
く
芳
を
聯
ね
る
。

常
行
慈
濟
（
常
に
慈
済
を
行
う
）

吾
翁
不
亞
永
明
師
、
　
　
　
吾
が
翁
は
永
明
師
に
つ
が
ず
、

憫
物
克
行
菩
薩
慈
。
　
　
　
物
を
憫
れ
ん
で
克
く
菩
薩
慈
を
行
う
。

贖
命
放
生
難
筭
計（
24
）、	

命
を
贖
い
生
を
放
す
こ
と
は
筭
計
し
難
き
な
り
、

度
人
施
戒
沒
邊
涯
。
　
　
　
人
を
度
し
戒
を
施
す
こ
と
は
辺
涯
沒
し
。

雜
華
嘗
冤
資
恩
有
、
　
　
　
雜
華
は
冤
に
か
え
し
て
恩
有
を
資
し
、

般
若
兼
持
壯
道
基
。
　
　
　
般
若
は
兼
ね
て
持
っ
て
道
基
を
さ
か
ん
に
す
。

或
復
當
機
提
正
令
、
　
　
　
或
い
は
ま
た
機
に
当
っ
て
正
令
を
提
げ
、
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銅
睛
鐵
眼
莫
能
窺
。
　
　
　
銅
睛
鐵
眼
は
能
く
窺
う
莫
れ
。

松
堂
退
隱
（
松
堂
に
退
隠
す
）

雙
邦
領
眾
踰
從
心
、
　
　
　
雙
邦
に
衆
を
領
い
て
従
心
に
踰
え
、

卸
擔
投
閒
隱
翠
林
。
　
　
　
担
を
卸
し
、
投
閒
し
て
翠
林
に
隠
れ
る
。

掩
室
猶
嫌
雲
水
謁
、
　
　
　
掩
室
す
れ
ば
な
お
雲
水
の
謁
え
を
嫌
い
、

問
安
復
有
宰
官
臨
。
　
　
　
問
安
す
れ
ば
ま
た
宰
官
の
臨
み
有
る
。

滿
顱
雪
皎
増
康
壯
、
　
　
　
満
顱
の
雪
は
皎
と
し
て
康
壯
を
増
し
、

千
偈
濤
翻
自
嘯
唫
。
　
　
　
千
偈
の
濤
は
翻
れ
ば
自
ら
嘯
唫
す
。

時
上
鶴
亭
行
樂
處
、
　
　
　
時
に
鶴
亭
の
行
楽
処
に
上
り
、

應
真
相
貌
見
應
欽
。
　
　
　
応
真
の
相
貌
は
見
え
れ
ば
ま
さ
に
欽
う
べ
し
。

帝
賜
徽
號
（
帝
は
徽
号
を
賜
う
）

禪
窟
宏
開
播
洛
畿
、
　
　
　
禅
窟
を
宏
開
し
て
洛
畿
に
播
き
、

名
揚
北
闕
上
皇
知
。
　
　
　
名
は
北
闕
に
揚
げ
、
上
皇
は
知
る
。

降
香
屢
到
五
雲
麓
、
　
　
　
降
香
は
し
ば
し
ば
五
雲
麓
に
到
り
、

賜
號
欽
稱
一
國
師（
25
）。	

賜
號
は
一
国
師
を
欽
称
す
。

設
利
鎮
山
光
燦
爛
、
　
　
　
設
利
は
山
を
鎮
め
、
光
は
燦
爛
な
り
、
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宸
奎
藏
匣
墨
淋
漓
。
　
　
　
宸
奎
は
匣
に
蔵
れ
、
墨
は
淋
漓
な
り
。

神
龍
呵
護
存
悠
久
、
　
　
　
神
龍
は
呵
護
し
、
悠
久
に
存
じ
、

應
壯
梵
園
與
帝
基
。
　
　
　
ま
さ
に
梵
園
と
帝
基
を
さ
か
ん
に
す
べ
し
。

全
身
歸
塔
（
全
身
は
塔
に
帰
す
）

八
旬
有
二
道
貌
尊
、
　
　
　
八
旬
有
二
に
な
れ
ば
道
貌
は
尊
び
、

期
與
諗
翁
同
壽
元
。
　
　
　
諗
翁
と
寿
元
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
期
す
。

俄
罷
津
梁
辭
濁
世
、
　
　
　
俄
に
津
梁
を
罷
え
て
濁
世
を
辞
し
、

遺
留
祇
夜
耀
山
門
。
　
　
　
祇
夜
を
遺
留
し
て
山
門
を
耀
す
。

雙
林
變
白
曉
風
慘
、
　
　
　
雙
林
は
変
白
し
、
暁
風
は
い
た
み
、

曇
萼
零
紅
晚
日
昏
。
　
　
　
曇
萼
は
紅
を
お
と
し
、
晚
日
は
昏
な
り
。

誰
識
其
中
離
生
滅
、
　
　
　
誰
か
其
の
中
に
生
滅
を
離
れ
る
こ
と
を
識
り
、

全
身
閟
塔
蔭
兒
孫（
26
）。	

全
身
は
塔
に
閟
じ
て
兒
孫
を
蔭
う
。

旹
寶
永
乙
酉
歳
良
月
榖
旦
峨
山
不
肖
孫
道
澄
焚
盥
拜
書（
27
）。（
時
に
寶
永
乙
酉
歳
良
月
の
榖
旦
、
峨
山
の
不
肖
の
孫
の
道
澄

は
焚
盥
し
、
拜
し
て
書
す
。）
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三
︑『
黄
檗
祖
德
頌
』
の
複
写
本
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四
︑
隠
元
禅
師
の
生
涯

　
隠
元
隆
琦
は
明
末
の
臨
済
宗
の
禅
僧
で
、
日
本
黄
檗
宗
の
開
祖
で
あ
る（
28
）。
日
本

皇
室
よ
り
大
光
普
照
国
師
、
仏
慈
広
鑑
国
師
、
径
山
首
出
国
師
、
覚
性
円
明
国
師
と
特

諡
さ
れ
、
ま
た
真
空
大
師
、
華
光
大
師
と
勅
賜
さ
れ
た
。
一
五
九
二
年
（
明
朝
万
暦
二

十
年
、
日
本
文
禄
元
年
）
十
一
月
四
日
に
生
ま
れ
、
一
六
七
三
年
（
日
本
寛
文
十
三
年
、
清

代
康
熙
十
二
年
）
四
月
三
日
に
寂
し
た
。

　
隠
元
禅
師
は
明
の
福
建
省
福
州
府
福
清
県
万
安
郷
霊
得
里
東
林
村
（
福
清
上
逕
鎮
東

林
村
）
に
生
ま
れ
る
。
俗
名
は
林
曾
昺
、
号
は
子
房
で
あ
る
。
六
歳
の
時
に
父
が
行
方

不
明
と
な
り
、
幼
少
よ
り
仏
教
に
発
心
す
る
。
二
十
一
歳
、
江
南
一
円
を
回
っ
て
父
を

捜
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
二
十
三
歳
、
浙
江
省
普
陀
山
に
登
っ
て
潮
音
洞
主
の
も

と
に
参
じ
、
在
俗
信
者
で
あ
り
な
が
ら
一
年
ほ
ど
茶
頭
と
し
て
奉
仕
し
た
。

　
二
十
九
歳
、
明
の
萬
暦
四
十
八
年
（
一
六
二
〇
）
二
月
、
故
里
福
清
の
古
刹
で
、
唐
の
希
運
禅
師
も
住
し
た
黄
檗
山
萬
福
禅

寺
の
鑑
源
興
寿
（
？
―
一
六
二
五
）
の
下
で
出
家
し
た
。
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
の
春
、
北
へ
赴
き
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）

三
月
の
福
清
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
へ
帰
る
ま
で
の
十
年
間
、
主
に
浙
江
省
内
を
行
脚
し
参
学
し
た
。
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
五

月
、
浙
江
省
嘉
興
府
海
塩
県
金
粟
山
広
慧
禅
寺
で
密
雲
円
悟
（
一
五
六
六
―
一
六
四
二
）
の
会
下
に
参
じ
、
坐
禅
に
専
念
し
た
。

激
し
い
修
業
の
末
、
二
年
後
、
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
年
）
冬
の
あ
る
日
、
大
悟
の
瞬
間
を
迎
え
、
仏
法
の
底
に
徹
し
、
禅
僧

と
し
て
見
事
に
立
っ
た
。

（『
黄
檗
祖
德
頌
』
複
写
本
）
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崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
年
）
三
月
、
金
粟
山
広
慧
禅
寺
の
住
持
で
あ
る
密
雲
円
悟
は
、
福
清
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
に
晋
山
住
持
し
、

八
月
に
広
慧
禅
寺
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
隠
元
は
密
雲
に
随
行
し
て
福
清
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
萬
福
禅
寺

を
出
て
福
清
の
獅
子
巌
で
修
行
し
た
。

　
一
六
三
三
年
（
崇
禎
六
年
）
十
月
、
密
雲
円
悟
の
法
子
で
あ
る
費
隠
通
容
（
一
五
九
三
―
一
六
六
一
）
は
福
清
黄
檗
山
萬
福
禅

寺
に
晋
山
し
、
一
六
三
六
年
の
春
ま
で
住
持
し
た
。
こ
の
間
、
一
六
三
四
年
（
崇
禎
七
年
）
の
春
、
隠
元
は
費
隠
の
法
を
嗣
ぎ
、

臨
済
宗
の
第
三
十
二
伝
と
な
っ
た
。

　
四
十
六
歳
、
一
六
三
七
年
（
崇
禎
十
年
）
十
月
、
福
清
の
信
者
た
ち
の
招
請
に
よ
っ
て
、
隠
元
は
福
清
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
の

住
持
の
座
に
就
い
た
。
隠
元
禅
師
の
福
清
黄
檗
山
住
持
は
、
一
六
四
四
年
（
崇
禎
十
七
年
）
三
月
ま
で
の
初
住
と
、
一
六
四
六

年
（
南
明
隆
武
二
年
、
清
の
順
治
三
年
）
正
月
か
ら
、
一
六
五
四
年
（
南
明
永
暦
八
年
）
五
月
ま
で
の
再
住
と
の
二
回
に
亘
っ
た
。

そ
の
足
掛
け
十
七
年
の
経
営
に
よ
っ
て
、
禅
師
は
黄
檗
山
を
中
国
東
南
の
一
大
禅
林
に
築
き
上
げ
、
黄
檗
山
教
団
を
結
成
し
、

臨
済
宗
黄
檗
派
を
創
っ
た
。

　
大
陸
に
お
け
る
明
末
の
臨
済
宗
黄
檗
派
は
隠
元
禅
師
な
ど
の
渡
航
に
よ
っ
て
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
黄
檗
宗
と
再
生
さ
れ
た
。

一
六
五
三
年
（
南
明
永
暦
七
年
、
清
の
順
治
十
年
）
十
二
月
一
日
、
長
崎
の
唐
人
寺
で
あ
っ
た
興
福
寺
、
崇
福
寺
、
福
済
寺
を
中

心
と
す
る
信
者
た
ち
の
度
々
の
懇
請
に
応
じ
て
、
隠
元
禅
師
は
日
本
渡
航
を
決
め
た
。

　
六
十
三
歳
、
一
六
五
四
年
（
南
明
永
暦
八
年
、
清
の
順
治
十
一
年
、
日
本
承
応
三
年
）
五
月
十
日
、
隠
元
禅
師
は
福
清
黄
檗
山
を

離
れ
て
厦
門
（
ア
モ
イ
）
へ
向
か
い
、
六
月
二
十
三
日
、
厦
門
よ
り
長
崎
へ
渡
航
し
、
七
月
五
日
の
晚
、
長
崎
に
着
き
、
翌
日

迎
え
ら
れ
て
興
福
寺
に
進
み
住
持
し
た
。
同
年
十
月
十
五
日
か
ら
、
興
福
寺
で
冬
期
結
制
を
行
い
、
翌
年
の
一
六
五
五
年
（
日

本
明
暦
元
年
）
正
月
に
解
制
し
た
。
こ
の
間
、
隠
元
の
高
徳
と
禅
風
を
慕
う
具
眼
の
僧
や
学
者
た
ち
が
日
本
各
地
か
ら
興
福
寺
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に
雲
集
し
、
僧
俗
数
千
と
も
謂
わ
れ
る
活
況
を
呈
し
た
。

　
一
六
五
五
年
（
日
本
明
暦
元
年
）
五
月
二
十
三
日
、
隠
元
は
ま
た
福
州
出
身
の
檀
越
に
請
わ
れ
て
崇
福
寺
の
住
持
を
兼
任
し
た
。

同
年
八
月
九
日
、
妙
心
寺
元
住
持
の
龍
渓
性
潜
（
一
六
〇
二
―
一
六
七
〇
）
の
懇
請
に
よ
り
、
隠
元
は
長
崎
興
福
寺
を
離
れ
、
摂

州
慈
雲
山
普
門
寺
へ
赴
き
、
九
月
六
日
、
普
門
寺
に
進
み
住
持
し
、
十
一
月
四
日
、
開
堂
説
法
を
行
っ
た
。
一
六
六
一
年
（
日

本
寛
文
元
年
）
八
月
ま
で
の
六
年
余
り
に
、
隠
元
は
普
門
寺
に
在
住
し
、
多
く
の
信
者
と
檀
越
を
得
た
。

　
隠
元
禅
師
は
、
当
初
、
渡
日
三
年
の
約
束
が
あ
り
、
故
国
か
ら
の
再
三
の
帰
国
要
請
も
あ
っ
て
度
々
帰
国
を
決
意
し
た
が
、

龍
渓
性
潜
ら
が
引
き
止
め
工
作
に
奔
走
し
た
。
一
六
五
八
年
（
日
本
万
治
元
年
）
十
一
月
四
日
、
隠
元
は
江
戸
に
お
い
て
幕
府

四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
一
六
四
一
―
一
六
八
〇
）
と
の
会
見
に
成
功
し
た
。
一
六
五
九
年
（
日
本
万
治
二
年
）
五
月
、
隠
元
は
幕
府

よ
り
新
寺
を
開
創
さ
せ
る
た
め
、
山
城
国
宇
治
郡
大
和
田
に
寺
地
を
賜
っ
た
。

　
一
六
六
一
年
（
日
本
寛
文
元
年
）
五
月
八
日
、
七
十
歳
の
隠
元
は
新
寺
を
創
り
始
め
、
望
郷
の
念
を
込
め
、
故
郷
福
清
の
古

刹
と
同
名
の
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
と
名
付
け
、
八
月
二
十
九
日
、
京
都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
に
晋
山
し
た
。
こ
れ
以
後
、
福
清
の
黄

檗
山
萬
福
禅
寺
は
古
黄
檗
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
六
六
三
年
（
日
本
寛
文
三
年
）
一
月
十
五
日
、
隠
元
は
京
都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
の
法
堂
に
お
い
て
祝
国
開
堂
を
行
っ
た
。

こ
の
盛
大
な
法
会
に
よ
っ
て
、
隠
元
の
禅
風
は
内
外
に
承
認
さ
れ
、
日
本
禅
宗
の
中
に
、
元
来
の
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
の
二
派
に

加
え
て
新
た
に
黄
檗
宗
の
一
派
が
開
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
年
十
二
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
の
間
、
民
衆
に
対
し
て
京

都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
で
初
め
て
の
三
壇
戒
会
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
京
都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
の
開
創
に
よ
っ
て
、
隠
元
は
日
本
禅
宗
の
一
派
の
開
祖
と
な
っ
た
。
そ
の
人
望
を
慕
い
、
後
水
尾
法

皇
を
始
め
と
す
る
皇
族
、
ま
た
幕
府
要
人
を
始
め
と
す
る
各
地
の
大
名
、
多
く
の
商
人
た
ち
が
競
っ
て
帰
依
し
た
。
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隠
元
は
歴
と
し
た
明
代
の
臨
済
宗
を
嗣
法
し
、
臨
済
正
宗
を
名
乗
り
、
独
特
の
威
儀
を
持
っ
た
。
そ
の
『
黄
檗
清
規
』
は
、

乱
れ
て
い
た
当
時
の
日
本
禅
宗
各
派
の
宗
統
・
清
規
の
更
正
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
―
一
七
一

五
）
な
ど
に
よ
る
曹
洞
宗
の
宗
門
改
革
で
は
重
要
な
手
本
と
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
隠
元
の
禅
風
や
叢
林
と
し
て
の
清
規
は
当

時
の
明
代
の
臨
済
宗
に
倣
っ
て
い
た
の
で
、
既
に
宋
元
時
代
に
伝
来
し
て
日
本
に
根
付
い
て
い
た
臨
済
宗
と
は
趣
を
異
に
し
た
。

そ
の
違
い
に
よ
り
、
自
ら
一
派
と
し
て
「
済
家
黃
檗
山
萬
福
禅
寺
派
」
を
形
成
し
た（
29
）。
こ
の
故
、
江
戸
時
代
、
隠
元
を
開

祖
と
す
る
京
都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
の
禅
宗
は
、
社
会
的
に
「
臨
済
正
宗
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
」
あ
る
い
は
「
臨
済
正
伝
黄
檗
派
」

と
呼
ば
れ
、
一
八
七
六
年
（
日
本
明
治
九
年)

以
後
、
公
式
的
に
黄
檗
宗
と
呼
ば
れ
る
。

　
一
六
六
四
年
（
日
本
寛
文
四
年
）
九
月
四
日
、
隠
元
は
京
都
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
の
後
席
を
法
子
の
木
庵
性
瑫
（
一
六
一
一
―
一

六
八
四
）
に
移
譲
し
、
自
ら
山
内
の
松
隠
堂
に
退
き
、
楽
し
く
黄
檗
山
の
発
展
を
眺
め
て
い
た
。

　
八
十
二
歳
、
一
六
七
三
年
（
日
本
寛
文
十
三
年
）
正
月
、
隠
元
は
体
調
の
衰
え
を
覚
え
、
往
生
を
予
知
し
身
辺
を
整
理
し
始
め

た
。
四
月
二
日
、
後
水
尾
法
皇
（
一
五
九
六
―
一
六
八
〇
）
か
ら
「
大
光
普
照
国
師
」
号
が
特
諡
さ
れ
た
。
翌
三
日
、
遺
偈
を
認

め
て
示
寂
し
た
。
二
十
二
年
後
の
一
六
九
四
（
日
本
元
禄
七
年
）
九
月
、
徳
川
幕
府
の
許
可
に
よ
っ
て
国
師
号
が
公
開
さ
れ
、

以
後
、
普
照
国
師
と
も
称
さ
れ
る
。

　
隠
元
禅
師
の
弘
法
は
、
禅
風
思
想
、
戒
律
清
規
、
法
式
儀
軌
、
教
団
組
織
、
寺
院
制
度
な
ど
の
面
か
ら
、
当
時
の
日
本
仏
教

に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
各
宗
派
の
復
興
運
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
仏
教
以
外
に
も
、
隠
元
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
明
清
の

文
化
や
文
物
を
も
伝
え
、
哲
学
、
文
学
、
語
言
、
文
字
、
ま
た
建
築
、
雕
塑
、
絵
画
、
印
刷
、
ま
た
音
楽
、
医
学
、
茶
道
、
飲

食
、
ま
た
書
道
、
篆
刻
な
ど
の
面
か
ら
、
江
戸
時
代
の
社
会
生
活
全
般
に
影
響
を
与
え
、
黄
檗
文
化
の
現
象
を
成
し
た（
30
）。

今
日
に
至
り
、
そ
の
影
響
は
優
れ
た
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
文
化
的
伝
統
と
し
て
種
々
の
分
野
に
遺
さ
れ
て
お
り
、
日
本
近
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世
の
文
化
を
語
る
と
き
、
隠
元
禅
師
や
黄
檗
文
化
を
抜
き
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る（
31
）。
例
え
ば
、
普

段
の
日
本
人
の
生
活
で
用
い
ら
れ
る
隠
元
豆
や
煎
茶
は
、
隠
元
禅
師
の
伝
来
と
も
さ
れ
る
。

　
隠
元
禅
師
の
功
績
を
讃
え
、
日
本
皇
室
は
後
水
尾
法
皇
か
ら
の
大
光
普
照
国
師
の
封
号
を
始
め
と
し
、
五
十
年
ご
と
の
隠
元

遠
忌
に
、
諡
号
を
賜
い
、
慣
例
と
な
っ
た
。
一
七
二
二
年
、
霊
元
上
皇
よ
り
仏
慈
広
鑑
国
師
、
一
七
七
二
年
、
後
櫻
町
上
皇
よ

り
径
山
首
出
国
師
、
一
八
二
二
年
、
光
格
上
皇
よ
り
覚
性
円
明
国
師
、
一
九
一
七
年
、
大
正
天
皇
よ
り
真
空
大
師
、
一
九
七
二

年
、
昭
和
天
皇
よ
り
華
光
大
師
を
特
諡
し
た
。

　
隠
元
禅
師
の
功
績
は
そ
の
故
国
で
も
讃
え
ら
れ
る
。
二
〇
一
五
年
五
月
二
十
三
日
、
中
国
国
家
主
席
習
近
平
は
北
京
人
民
大

会
堂
で
行
わ
れ
る
中
日
友
好
交
流
大
会
に
参
加
し
、
隠
元
禅
師
の
事
跡
を
提
起
し
、「
私
は
福
建
省
で
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
、

中
国
の
名
僧
、
隠
元
大
師
が
日
本
に
渡
っ
た
話
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
で
隠
元
大
師
は
仏
教
の
教
義
だ
け
で
な
く
、
先
進
的
文

化
と
科
学
技
術
も
伝
え
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
経
済
社
会
発
展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
、
私
が
日
本
を

訪
問
し
た
際
、
北
九
州
な
ど
で
両
国
人
民
の
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
文
化
的
根
源
と
歴
史
的
つ
な
が
り
を
直
接
に
感
じ
ま
し

た
。」
と
言
っ
た（
32
）。
こ
の
よ
う
に
、
現
に
隠
元
禅
師
は
日
中
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。

註（
1
）	

『
黄
檗
祖
德
頌
』、
一
卷
一
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
日
本
寶
永
二
年
乙
酉
（
一
七
〇
五
）
刊
。
卷
末
標
記
：「
旹
寶
永
乙
酉
歳
良
月
榖

旦
峨
山
不
肖
孫
道
澄
焚
盥
拜
書
。」
又
標
記
：「
洛
陽
古
川
三
郎
兵
衛
梓
行
。」
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。

（
2
）	

①
『
龍
巖
集
』、
四
卷
二
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
詩
集
、
刊
年
は
不
詳
。
卷
一
の
一
首
目
の
詩
は
「
乙
卯
夏
回
峨
山
作
」
と
す
る
。

乙
卯
、
延
寶
三
年
（
一
六
七
五
）、
時
に
月
潭
は
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
を
離
れ
て
峨
山
直
指
菴
に
帰
っ
た
。
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
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華
殿
存
。
②
『
蕉
窗
詩
集
』、
六
卷
二
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
貞
享
乙
丑
二
年
（
一
六
八
五
）
高
泉
性
潡
作
序
、
江
戸
時
代
刊
本
。
京

都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。
③
『
峨
山
稿
』、
二
卷
二
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
自
序
、
元
禄
十
一
年
戊
寅

（
一
六
九
八
）
刊
本
。
自
序
：「
道
本
無
言
、
籍
言
顯
道
。
…
。
元
禄
丁
丑
歳
仲
夏
日
月
潭
叟
泚
筆
於
直
指
心
華
室
。」
卷
末
刊
記
：

「
元
禄
十
一
年
戊
寅
歳
林
鐘
上
浣
日
。
書
林
古
川
三
郎
兵
衛
梓
行
、
同
林
邨
彌
白
氏
共
壽
梓
。」
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。

	
④
『
永
明
壽
禪
師
山
居
詩
和
韻
』、
一
卷
一
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
元
禄
十
二
年
己
卯
（
一
六
九
九
）
自
序
、
元
禄
十
三
年
庚
辰
（
一

七
〇
〇
）
刊
本
。
卷
末
刊
記
：「
元
禄
庚
辰
四
月
上
旬
。
洛
陽
書
肆
古
川
三
郎
兵
衛
刊
行
。
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。

	

⑤
『
巖
居
稿
』、
六
卷
三
冊
。
月
潭
道
澄
著
。
元
禄
十
六
年
癸
未
（
一
七
〇
三
）
自
序
。
序
言
：「
此
集
乃
余
嚮
居
龍
巖
山
房
時
所
著

之
餘
稿
也
。
或
舒
嘯
雲
山
泉
石
、
或
贈
會
緇
素
道
交
、
一
時
率
真
適
意
之
語
耳
。
…
…
。
元
禄
癸
未
歳
菊
月
上
浣
心
華
室
老
衲
澄
自

敘
。」
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。
⑥
『
心
華
剩
錄
』、
五
卷
五
册
。
月
潭
道
澄
著
。
寶
永
七
年
庚
寅
（
一
七
一
〇
）
自
序
。
享

保
六
年
辛
丑
（
一
七
二
一
）
刊
本
。
卷
末
刊
記
：「
享
保
六
年
龍
集
辛
丑
孟
正
吉
旦
謹
識
。
皇
都
書
林
寺
町
通
松
原
上
町
古
川
三
郎

兵
衛
雕
行
。」
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
文
華
殿
存
。

（
3
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』、
二
卷
、
南
源
性
派·

高
泉
性
潡
撰
。
日
本
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
国
師
号
が
公
開
さ
れ
た
年
以
後
に
完
成
。

『
新
纂
校
訂
隠
元
全
集
』
附
錄
所
收
、
五
〇
八
七
―
五
二
六
四
頁
。『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』、
全
十
二
冊
、
共
五
四
八
六
頁
。
平
久

保
章
編
。
東
京
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
十
月
。
明
清
時
期
、
江
戸
時
代
諸
刻
本
の
編
輯
影
印
。

（
4
）	

表
紙
の
題
目
。

（
5
）	

見
返
し
の
頁
に
隠
元
禅
師
の
法
像
。

（
6
）	

こ
こ
に
、
陰
文
の
方
印
「
隱
元
」、「
檗
山
主
人
」
が
あ
る
。

（
7
）	

月
潭
道
澄
、
原
本
に
無
い
。
今
、
加
え
る
。

（
8
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
萬
暦
四
十
二
年
甲
寅
。
師
二
十
三
歳
、
是
春
附
進
香
舟
至
南
海
普
陀
山
朝
禮
觀
音
。
意
謂
菩
薩
神
力
、
必

能
陰
助
尋
父
之
願
。
及
到
山
、
忽
見
佛
境
殊
勝
、
大
非
人
世
、
一
時
凡
念
冰
釋
。
遂
發
心
投
潮
音
洞
主
爲
道
人
、
領
茶
頭
執
事
、
日

供
萬
衆
、
不
以
爲
勞
。
洞
主
嘆
曰
：
此
佛
子
真
菩
薩
之
使
也
。
其
信
心
不
懈
怠
如
此
。
按
師
晚
錄
云
：
予
昔
因
朝
禮
普
陀
大
士
、
遂
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發
心
出
家
、
今
五
十
餘
年
矣
。
近
聞
遭
紅
夷
之
厄
、
不
能
無
感
於
衷
焉
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
〇
三
頁
。『
新
纂
校
訂
隱

元
全
集
』、
全
十
二
冊
、
共
五
四
八
六
頁
。
平
久
保
章
編
。
東
京
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
十
月
。
明
清
時
期
、
江
戸
時
代
諸
刻
本

の
編
輯
影
印
。

（
9
）	
『
普
照
國
師
年
譜
』：「
萬
暦
四
十
三
年
乙
卯
。
師
二
十
四
歳
。
寓
普
陀
、
竊
念
此
處
乃
菩
薩
蔭
人
福
報
之
所
、
苟
非
精
修
實
學
者
、

曷
足
爲
吾
師
。
乃
往
茶
山
尋
祇
園
老
宿
。
過
飢
飽
嶺
、
忽

老
僧
龐
眉
鶴
髮
、
懐
中
取
粿
與
師
。
師
甞
一
飽
、
擡
頭
禮
謝
。
老
僧
隱

矣
。
疑
爲
神
僧
。
是
春
三
月
、
附
香
船
歸
閩
省
母
。
母
喜
從
天
降
。
即
勸
母
事
佛
持
齋
、
日
常
念
佛
爲
課
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全

集
』
五
一
〇
五
頁
。

（
10
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
萬
暦
四
十
六
年
戊
午
。
師
二
十
七
歳
、
常
慮
出
家
縁
弗
就
、
一
日
登
石
竹
山
九
仙
觀
祈
夢
。
夢
游
深
山
岩

崖
中
、
有
三
僧
坐
磐
石
上
、
方
食
西
瓜
、
剖
而
為
四
。
見
師
來
、
忻
然
以
一
分
與
之
。
師
食
畢
遂
寤
。
竊
自
喜
曰
：
四
沙
門
果
、
吾

預
其
一
。
吾
事
濟
矣
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
○
八
頁
。

（
11
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
光
宗
皇
帝
泰
昌
元
年
庚
申
。
師
二
十
九
歳
。
按
皇
明
通
紀
、
是
年
七
月
、
神
宗
登
遐
。
八
月
初
一
、
光
宗

即
位
。
故
以
萬
暦
四
十
八
年
爲
泰
昌
元
年
。
是
春
二
月
十
九
日
、
師
詣
黄
檗
、
禮
賜
紫
鑑
源
壽
公
剃
度
。
或
者
嘲
曰
：
東
林
亦
有
佛

耶
。
師
應
之
曰
：
嘗
聞
佛
性
遍
週
沙
界
、
豈
獨
外
東
林
。
昔
廬
山
東
林
有
慧
遠
、
焉
知
今
日
東
林
無
遠
公
乎
。
聞
者
嘆
賞
。
師
遂
默

願
云
：
此
處
落
髮
、
若
不
精
修
梵
行
、
興
崇
法
門
、
生
陷
泥
犂
。
自
是
常
持
疏
走
民
間
募
貲
。
冬
聞
道
享
法
師
講
楞
嚴
經
於
海
口
瑞

峯
寺
、
特
往
聽
之
。
初
不
解
其
義
、
至
第
四
卷
、
畧
有
領
會
云
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
一
○
頁
。

（
12
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
天
啓
六
年
丙
寅
。
師
三
十
五
歳
。
是
年
、
金
粟
衆
満
五
百
。
分
為
两
堂
。···

。
同
参
續
知
公
、
知
師
所
証
、

謂
五
峰
曰
：
老
隱
徹
也
。
峰
乃
對
衆
勘
云
：
汝
有
悟
處
、
試
道
看
。
師
云
：
道
即
不
難
、
只
恐
驚
群
動
衆
。
峰
云
：
但
説
何
妨
。
師

打
筋
斗
而
出
。
峰
云
：
真
獅
子
児
善
能
吼
哮
。
尋
出
堂
作
火
頭
。
一
日
、
密
和
尚
室
中
、
与
衆
論
敬
鬼
神
而
遠
之
、
衆
答
已
。
師
在

門
外
立
。
密
云
：
汝
進
来
説
看
。
師
進
前
、
竪
火
叉
云
：
離
不
得
這
老
賊
、
近
不
得
這
老
賊
。
密
便
打
云
：
汝
作
賊
会
那
。
師
即
拂

火
叉
出
云
：
賊
賊
。
師
与
密
和
尚
機
語
契
合
多
如
此
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
二
一
頁
。

（
13
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
四
年
辛
未
。
師
四
十
歳
。
按
行
實
云
：
是
年
、
龔
夔
友
、
夏
象
晋
二
居
士
請
住
獅
子
岩
。
剃
度
性
常
、
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性
樂
性
善
等
、
刀
耕
火
種
、
併
力
合
作
、
攻
苦
食
淡
。
人
所
難
堪
、
師
怡
然
自
得
。
嘗
述
偈
云
：
結
個
茅
庵
石
竹
西
、
喝
天
棒
月
走

雲
霓
。
猶
憐
路
半
未
歸
客
、
拂
拂
春
風
浪
馬
蹄
。
又
按
與
中
上
座
書
云
：
獅
岩
係
吾
手
闢
。
汝
能
守
之
、
前
後
有
光
。
吾
念
足
矣
。」

『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
三
四
頁
。

（
14
）	
『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
五
年
壬
申
。
師
四
十
一
歳
。
居
獅
岩
絶
頂
、
万
仞
壁
立
。
作
岩
中
自
叙
偈
、
有
眉
堆
三
尺
雪
、
身
護

万
年
藤
句
。
時
有
僧
問
：
如
何
是
山
中
語
。
師
云
：
野
鳥
傳
古
韻
。
僧
云
：
如
何
是
山
中
人
。
師
卓
然
而
立
。
僧
云
：
恁
麽
則
壁
立

千
仞
去
也
。
師
便
打
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
三
四
五
頁
。

（
15
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
七
年
甲
戌
。
師
四
十
三
歳
。
在
黄
檗
西
堂
寮
。
一
日
、
因
衆
頌
百
丈
再
参
馬
祖
一
喝
三
日
耳
聾
黄
檗

聞
挙
不
覚
吐
舌
因
縁
。
師
目
之
俱
未
妥
。
乃
頌
云
：
一
声
荼
毒
聞
皆
喪
、
徧
界
髑
髏
没
處
藏
。
三
寸
舌
伸
安
国
劍
、
千
秋
凛
凛
白
如

霜
。
呈
上
費
和
尚
。
即
圈
出
貼
法
堂
前
示
衆
。
遂
鳴
鼓
陞
座
云
：
我
有
一
枝
拂
子
。
是
從
上
用
不
尽
的
。
顧
師
云
：
汝
作
麽
生
奉
持
。

師
喝
云
：
放
下
著
。
費
云
：
再
道
看
。
師
又
一
喝
便
出
。
費
下
座
。
師
進
方
丈
礼
拜
云
：
適
纔
触
忤
和
尚
。
費
舉
拂
云
：
汝
且
将
去

行
持
。
師
接
得
便
打
一
拂
。
費
云
：
将
謂
報
恩
那
。
師
又
打
一
拂
、
便
歸
寮
。
二
月
、
仍
回
獅
岩
住
静
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』

五
一
三
八
頁
。

（
16
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
九
年
丙
子
。
師
四
十
五
歳
。
住
山
頗
久
、
四
方
仰
重
。
一
夜
、
夢
一
老
人
長
眉
皓
首
、
荷
甑
負
囊
而

入
。
師
云
：
老
老
大
大
負
累
若
此
、
不
亦
勞
乎
。
老
人
放
下
行
囊
、
出
書
幅
単
条
并
所
負
之
物
、
見
贈
而
去
。
醒
以
所
夢
告
侍
者
玄

生
。
生
云
：
斯
乃
吉
夢
、
必
有
徵
應
。
未
幾
果
法
通
費
和
尚
專
使
齎
源
流
法
衣
至
。
師
之
道
化
往
往
徵
兆
如
此
。
作
曹
谿
源
流
頌
三

十
五
則
。
挽
印
初
耆
旧
卓
龍
吟
居
士
偈
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
四
二
頁
。

（
17
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
十
年
丁
丑
。
師
四
十
六
歳
。
是
夏
五
月
、
黄
檗
耆
宿
同
侍
御
心
弘
林
公
等
、
請
師
接
席
當
山
。
師
却

之
、
而
請
益
堅
、
遂
應
。
先
是
、
岩
側
有
塊
石
如
舟
。
遊
客
每
以
不
平
為
嘆
。
師
云
：
時
節
若
至
、
自
然
平
矣
。
一
夕
、
跏
趺
石
上
、

持
呪
黙
祝
龍
天
：
此
去
黄
檗
、
法
道
果
行
、
此
石
可
平
。
端
坐
炷
香
歸
室
。
次
早
侍
僧
報
云
：
奇
哉
。
石
已
平
矣
。
師
云
：
不
必
説
、

吾
祝
已
徵
。
因
名
曰
自
平
石
。
作
銘
記
之
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
四
四
頁
。

（
18
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
崇
禎
十
一
年
戊
寅
。
師
四
十
七
歳
。
春
、
建
千
日
期
場
、
開
閲
龍
藏
、
答
神
廟
賜
藏
恩
也
。
按
寺
志
云
：
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三
世
祖
中
天
圓
公
於
萬
曆
辛
丑
赴
闕
請
藏
、
居
燕
八
年
、
未
蒙
諭
旨
、
以
疾
卒
京
中
。
其
徒
孫
興
壽
興
慈
復
力
懇
、
閲
六
載
、
會
相

國
葉
文
忠
公
為
奏
聞
。
甲
寅
歳
始
頒
藏
至
。
師
平
時
每
語
先
人
請
藏
艱
辛
之
故
、
未
嘗
不
惻
然
哽
咽
。
至
是
翻
藏
、
仰
酬
世
德
。」

『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
四
六
頁
。

（
19
）	
『
普
照
國
師
年
譜
』：「
順
治
十
年
癸
巳
。
師
六
十
二
歳
。
…
。
未
幾
、
日
本
興
福
寺
住
持
逸
然
奉
王
命
差
僧
古
石
、
齎
書
帛
聘
師

東
渡
開
化
。
先
是
數
請
未
決
、
茲
見
其
誠
懇
、
特
為
上
堂
許
之
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
一
八
九
頁
。

（
20
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
順
治
十
一
年
甲
午
。
師
六
十
三
歳
。（
中
略
）
數
日
風
浪
大
作
、
師
書
免
參
二
字
貼
船
頭
、
其
浪
遂
平
。
時

有
巨
鱗
數
萬
隨
舟
而
行
。
七
月
初
五
晚
、
抵
長
崎
。
是
夜
海
上
漁
人
咸
見
崎
中
紅
光
亙
天
、
意
謂
人
家
失
火
、
各
操
舟
救
援
。
及
至
、

其
光
隱
矣
。
始
知
師
入
國
之
瑞
應
也
。
次
早
寺
主
逸
然
同
檀
越
請
進
興
福
寺
、
法
語
五
則
。
即
日
二
鎮
主
謁
見
、
謙
恭
致
禮
、
各
贈

以
偈
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
二
〇
〇
頁
。

（
21
）	

陳
僊
、
陳
仙
、
陳
博
と
名
乗
る
仙
人
。
一
六
五
四
年
、
隠
元
禅
師
の
渡
航
に
当
た
っ
て
、
陳
博
と
名
乗
る
仙
人
は
扶
乩
を
通
じ
て
、

送
別
の
詩
「
寄
贈
和
尚
扶
桑
之
行
：
嚼
盡
黄
根
齒
不
寒
、
可
知
機
下
有
禪
關
。
三
千
桃
蘂
初
生
日
、
以
待
真
人
共
對
飡
。」
を
贈
っ

た
。
寶
永
二
年
（
一
七
○
五
）、
霊
元
上
皇
は
、
こ
の
詩
を
大
い
に
重
視
し
、
黄
檗
宗
の
僧
並
び
に
参
議
藤
原
韶
光
、
左
大
臣
近
衛

家
熙
、
天
臺
僧
正
堯
憲
な
ど
に
文
を
書
か
せ
、
文
集
の
『
桃
蘂
編
』
を
編
集
さ
せ
、
自
ら
序
を
寄
せ
た
。
こ
の
『
桃
蘂
編
』
に
あ
る

「
寄
贈
和
尚
扶
桑
之
行
」
の
詩
は
、
隠
元
禅
師
の
弘
法
の
見
通
し
及
び
霊
元
上
皇
の
誕
生
、
即
位
に
つ
い
て
の
予
言
で
、
ま
た
こ
の

詩
の
作
者
で
あ
る
扶
乩
の
仙
人
陳
博
が
、
実
際
に
仙
人
と
尊
ば
れ
る
北
宋
の
道
士
陳
摶
（
八
七
一
―
九
八
九
）
の
化
身
で
あ
る
と
解

釈
さ
れ
た
。
霊
元
上
皇
は
こ
の
詩
を
通
じ
て
、
皇
室
の
神
聖
と
尊
厳
を
高
め
よ
う
と
勘
案
し
た
の
だ
ろ
う
。
参
考
：
①
『
桃
蘂
編
』、

三
巻
。
藤
原
韶
光
編
、
日
本
寶
永
二
年
（
一
七
〇
五
）。
霊
元
上
皇
序
。
巻
頭
に
「
寶
永
二
年
十
月
二
十
三
日
」
と
記
す
「
太
上
天

皇
御
製
桃
蘂
編
序
」、
卷
末
に
「
寶
永
二
年
歳
次
丙
戌
十
一
月
朔
旦
、
傳
天
臺
教
觀
前
大
僧
正
沙
門
堯
憲
謹
序
」
と
記
す
「
後
序
」

が
あ
る
。
各
卷
題
記
：「
參
議
正
三
位
臣
藤
原
朝
臣
韶
光
奉
敕
撰
、
直
指
臣
僧
道
澄
、
佛
國
臣
僧
道
亀
同
校
訂
。」
無
名
氏
筆
写
本
、

日
本
愛
知
縣
常
滑
市
黄
檗
宗
龍
雲
寺
黄
檗
堂
文
庫
存
。
②
林
觀
潮
「
隠
元
隆
琦
と
日
本
皇
室
―
『
桃
蘂
編
』
を
巡
っ
て
―
」、『
黄
檗

文
華
』
第
一
二
三
號
、
京
都
黄
檗
山
萬
福
寺
黄
檗
文
化
研
究
所
、
二
○
○
四
年
七
月
。
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（
22
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
明
曆
元
年
乙
未
。
師
六
十
四
歳
。（
中
略
）
會
竺
印
上
座
齎
賜
紫
龍
溪
大
德
等
書
請
師
住
攝
州
普
門
。
師

曰
：
老
僧
年
邁
遠
涉
洪
濤
、
以
踐
長
崎
之
信
足
矣
。
那
堪
又
應
乎
。
既
而
二
鎮
主
及
竺
印
懇
請
不
已
、
乃
許
之
。（
中
略
）
師
到
普

門
、
四
方
道
俗
、
疑
信
參
半
、
是
非
蜂
起
。
師
曰
：
鼻
祖
西
來
、
有
服
毒
之
事
。
蘭
溪
東
渡
、
有
流
言
之
謗
。
古
人
尚
爾
、
而
況
於

今
、
無
足
怪
矣
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
二
一
二
頁
。

（
23
）	
泰
龢
、
太
和
山
。『
普
照
國
師
年
譜
』：「
寬
文
元
年
辛
丑
。
師
七
十
歳
。···

。
五
月
初
八
日
、
太
和
開
創
、
仍
以
黃
檗
山
萬
福
禪

寺
名
之
、
志
不
忘
舊
也
。
故
有
東
西
兩
黃
檗
之
語
。
八
月
廿
九
日
進
山
、
法
語
三
則
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
二
三
六
頁
。

（
24
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
寬
文
四
年
甲
辰
。
師
七
十
三
歳
。
…
。
師
自
開
山
黃
檗
、
多
放
禽
鳥
、
但
闕
放
生
池
以
縱
水
族
。
是
夏
洛

中
有
二
信
士
舍
金
、
即
命
工
山
門
內
鑿
池
。
池
成
放
生
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
二
四
四
頁
。
又
、「
放
生
池
偈
」：「
余
開
山

黃
檗
、
得
林
巒
之
秀
氣
、
每
放
生
靈
、
盡
皆
禽
屬
、
惟
水
族
無
與
焉
為
歎
。
適
某
信
士
輸
金
鑿
池
、
甚
愜
所
懷
。
今
後
得
魚
鳥
之
同

樂
、
樂
莫
大
焉
。
乃
述
偈
以
識
。
鑿
地
開
山
澈
本
源
、
長
流
德
澤
利
無
邊
。
池
成
碧
湛
從
魚
躍
、
林
密
扶
疏
放
鳥
喧
。
人
得
消
遙
無

掛
礙
、
物
能
解
脫
即
悠
然
。
盡
教
鱗
羽
游
江
漢
、
其
樂
春
秋
一
大
年
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
三
六
四
六
頁
。

（
25
）	

後
水
尾
法
皇
宸
翰
：「
敕
。
朕
聞
臨
濟
之
道
徧
行
天
下
、
至
天
童
雙
徑
光
輝
益
盛
。
唯
我
日
域
久
乏
宗
匠
、
幸
黃
檗
隠
元
琦
和
尚

受
請
東
來
、
重
立
綱
宗
、
闡
揚
濟
道
、
大
光
於
國
、
功
不
可
磨
。
朕
屢
沾
法
乳
、
簡
在
朕
心
。
故
特
賜
大
光
普
照
國
師
之
號
、
以
旌

厥
德
。
欽
哉
。
故
諭
。
寬
文
十
三
年
四
月
二
日
。」
京
都
黃
檗
山
萬
福
寺
存
、『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
四
六
一
頁
載
。

（
26
）	

『
普
照
國
師
年
譜
』：「
寛
文
十
三
年
癸
丑
。
師
八
十
二
歳
。
…
。
泊
然
長
逝
。
實
寛
文
癸
丑
四
月
初
三
日
未
時
也
。
留
身
三
日
、

容
色
如
生
。
四
部
眾
持
香
花
而
供
者
、
靡
不
悲
哀
而
戀
慕
焉
。
三
日
後
鎖
龕
、
百
日
内
諸
弟
子
伴
龕
坐
禪
、
二
時
諷
誦
上
供
、
以
酬

慈
蔭
。
遵
治
命
停
龕
三
年
、
乃
於
延
寶
乙
卯
夏
四
月
三
日
、
當
大
祥
之
期
、
備
法
仗
奉
龕
入
塔
、
塔
坐
癸
向
丁
、
在
開
山
堂
之
左
。

嗣
法
門
人
無
得
寧
等
二
十
三
人
、
剃
度
弟
子
河
陽
常
等
五
十
餘
人
。」『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』
五
二
六
〇
頁
。

（
27
）	

寶
永
乙
酉
、
寶
永
二
年
（
一
七
〇
五
）。

（
28
）	

①
『
新
纂
校
訂
隱
元
全
集
』、
全
十
二
冊
、
五
四
八
六
頁
。
平
久
保
章
編
。
東
京
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
十
月
。
明
清
時
期
、

江
戸
時
代
諸
刻
本
の
編
輯
影
印
。
②
林
觀
潮
『
隱
元
隆
琦
禪
師
』、
廈
門
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
月
。
③
林
觀
潮
『
臨
濟
宗



26

黃
檗
派
與
日
本
黃
檗
宗
』、
中
國
財
富
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

（
29
）	

大
鵬
正
鯤
『
濟
家
黃
檗
山
萬
福
禪
寺
派
下
寺
院
牒
』、
一
卷
。
日
本
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
寫
本
、
京
都
黃
檗
山
萬
福
禪
寺
文

華
殿
存
。

（
30
）	
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』「
序
」：「
今
日
、
そ
の
影
響
は
優
れ
た
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
文
化
的
伝
統
と
し
て
種
々
の
分
野
に
遺

さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
近
世
の
文
化
を
語
る
と
き
、
黄
檗
禅
や
黄
檗
文
化
を
抜
き
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。」

『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』、
大
槻
幹
郎
、
加
藤
正
俊
、
林
雪
光
編
著
、
京
都
思
文
閣
、
一
九
八
八
年
十
二
月
。

（
31
）	

①
柳
田
聖
山
：「
近
世
日
本
の
動
き
は
、
ど
の
一
面
を
取
っ
て
み
て
も
、
黄
檗
文
化
の
影
響
な
し
に
は
解
釈
で
き
な
い
。」「
近
世

日
本
仏
教
の
改
革
―
隠
元
」、『
禅
と
日
本
文
化
』
一
八
六
頁
、
東
京
講
談
社
、
一
九
九
二
年
六
月
。
②
柳
田
聖
山
：「
明
治
以
後
の

急
激
な
西
欧
化
に
よ
っ
て
、
與
か
く
見
逃
さ
れ
て
い
た
霊
性
ア
ジ
ア
的
、
本
質
的
な
反
省
的
時
與
し
て
、
隱
元
生
誕
四
百
年
を
位
置

づ
け
て
よ
い
の
で
な
い
か
。」「
隠
元
誕
生
四
百
年
　
霊
性
ア
ジ
ア
の
本
質
的
な
反
省
の
時
」、『
禪
畫
報
』
第
二
十
號
、
四
五
頁
、
京

都
千
真
工
芸
株
式
會
社
、
一
九
九
二
年
夏
。

（
32
）	

習
近
平
「
在
中
日
友
好
交
流
大
會
上
的
講
話
」、
人
民
日
報
客
戸
端
、
二
〇
一
五
―
〇
五
―
二
三
　
二
一
：
一
〇
：
二
五
。


